
●福岡県議会2024年6月定例会『概要』

●福岡県が譲渡可能な犬・猫の「致死処分ゼロ」を達成！

2024年　　月　　日　　時頃　ご挨拶に参りました。

県 政 報 告

　2024 年 6月定例会は、6月 6日から 24 日までの 19 日間の会期で開催されました。
定例会開会日に知事から、条例議案 8件、専決処分議案 1件、契約議案 7件、人事議案１件の計 17
議案が提案されました。主な条例案は、福岡県税条例の一部を改正する条例、大麻取締法及び麻薬及
び向精神薬取締法の一部を改正する法律の制定に伴う関係条例の整理に関する条例、福岡県子育て応
援基金条例の一部を改正する条例、福岡県建築基準法施行条例の一部を改正する条例などです。
　各審査を経て、24 日の本会議において追加の人事議案、議会運営
委員会提出の議案を含め、全 19 議案いずれの議案も可決されました。
　また、議案審議と並行して、海外視察など県議会の取組みについて
プロジェクトチームで検討し、会期中に議会としての改革案の中間答
申を取りまとめました。

　糟屋郡7町（宇美町・粕屋町・篠栗町・志免町・新宮町・須恵町・久山町）に
お住いの皆さま、こんにちは！　糟屋郡選出の県議会議員の冨永よしゆきです。
　6月議会の概要や糟屋郡内に関するニュースなどをお届けさせていただきます。
　また、冨永の悲願である動物愛護の推進に関する県の取組みもお伝えします。
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22 世紀につながる県政に！　糟屋の未来に全力トライ！　古い政治に強烈タックル！

　私が大学生だった頃、福岡県の犬猫の殺処分数は全国ワースト 1。県内で
年間に約 15,000 もの尊い命が人間の身勝手によって奪われていました。
　動物病院の子に生まれ、大学受験で獣医師になる夢を諦めた私ですから、
「動物との共生」は、重要な課題の１つです。あれから 16 年、『譲渡可能な』
という条件があるものの、致死処分数がゼロになる見通しだと服部知事も会
見で話されました。
　お気付きかもしれませんが、かつての『殺処分』という表現が
『致死処分』に変わっています。表現は柔らかくなっていますが、
これも人間側の都合です。『処分』という表現も適切ではないと思
います。譲渡不適とされる犬猫たち（令和 5年度でも 229 匹）に
つきましても、適切な対応がとられるように要望をしてまいります。
（参考：令和 5年度に収容後に死亡した犬猫は、245 匹）

▲鎮魂碑に手を合わせる冨永
　　　県動物愛護センター（古賀市）
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▲福岡県内の犬・猫の致死処分の推移



■県立福岡高等学校（高 54 回卒・ラグビー部）
■早稲田大学（アジア社会論 /ラグビークラブ）
■株式会社博多大丸（販促企画 /物産展等担当）
□国際化・多文化共生社会調査特別委員会（委員長）
□福中・福高同窓会顧問
□妻、長男（10）、長女（6）と篠栗町乙犬在住

冨永 芳行（41 歳・当選 2回）

　本年 4月に、民間の有識者グループ「人口戦略会議」は、国立社会保障・人口問題研究所の推計を
もとに、全国 1,729 の自治体のうち 744 を「消滅可能性都市」、65 を「自立持続可能性都市」、25 を
「ブラックホール型自治体」と分類した分析結果を公表しています。

　東京などの大都市を中心に、出生率が低く他の地域からの人口流入に依存している 25 の自治体が
「ブラックホール型自治体」に分類され、出生率の向上の対策が特に必要だとされています。

●『消滅可能性自治体』について
　2050 年までに若年女性人口が半数以下になる自治体は全体の 4割にあたる 744 あり、これらの自治
体は、その後、人口が急減し、最終的に消滅する可能性があるとされています。2014 年の同分析と比
較すると、「消滅可能性自治体」は全国で 152 少なくなっていますが、これは、最新の人口推計で、将
来の外国人の入国者が増加すると見込まれるためです。有識者グループは、「実態として、少子化の基
調は全く変わっておらず、楽観視できる状況にはない」としています。福岡県では、今回の分析で大
牟田市など 13 の自治体が消滅可能性自治体から脱却を果たしています。

　今回の分析では、2050 年までの若年女性人口の
減少率が 20％未満にとどまっている、全国 65 の自
治体を「自立持続可能性自治体」と名付け、100 年
後も若年女性が 5割近く残っており、持続可能性が
高いと位置づけています。
　県内では、太宰府市、福津市、那珂川市、志免町、
須恵町、新宮町、久山町、粕屋町、苅田町が分類さ
れ、9市町のうち 5町が糟屋郡に所在しています。
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【独自資料】  糟屋郡７町の人口推移

●『自立可能性自治体』について

●『ブラックホール型自治体』について

『人口減少社会』を考える。

久山町

粕屋町
志免町

新宮町
宇美町
篠栗町
須恵町

※2000 年～ 2020 年：総務省「国勢調査」引用
※2045 年：国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（H.30）」引用

●冨永の糟屋郡7町への思い
　これまで、福岡市に隣接する自治体として人口増
加が続いてた糟屋郡ですが、今後 20 年の間に大きく
二極化すると予想されています。それぞれの町の魅
力を最大化し、選ばれる 7町でなければなりません。
　また、他自治体より遅れてやってくる高齢化、人
口減少社会にも適切に対応しなければなりません。


